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【添付資料】

1.当四半期の業績等に関する定性的情報

(1)経営成績に関する説明

金額 　対前年同期間比 金額 　対前年同期間比 金額 対前年同期間比

売上高 1,056百万円 14.5% 減 924百万円 6.0% 減 1,980百万円 10.7% 減

営業利益 111百万円 39.9% 減 73百万円 81.0% 増 184百万円 18.1% 減

経常利益 100百万円 42.9% 減 74百万円 122.8% 増 174百万円 16.5% 減

四半期純利益 69百万円 40.7% 減 51百万円 132.8% 増 120百万円 13.2% 減

第2四半期会計期間（5～7月度） 第2四半期累計期間（上半期）第1四半期会計期間（2～4月度）

（平成29年1月21日
～平成29年4月20日）

（平成29年4月21日
～平成29年7月20日）

（平成29年1月21日
～平成29年7月20日）

当第２四半期では、海外販売が出荷の集中により回復し第１四半期における売上下降率を補う一方、国内販

売で伸び悩み第２四半期累計期間の総売上高は19億80百万円、前年同期間対比10.7%減となりました。

当41期に入り、雇用情勢や収入の改善はみられるものの、生活用品等はより安い商品を求める傾向があり、

消費者の支出は依然抑え気味のようです。当社の実用品でもある自転車等は同様に、当第２四半期でも前期末

の市場在庫を消化する状況で、国内販売の伸び悩みの主な要因となっています。

玩具部門では前年値上げした定番商品のセルアウトが鈍化する等の傾向はあるものの、むしろ高額な構成玩

具ピタゴラスシリーズやお米シリーズは好調で、乳幼児用家具「テディハグ（店頭想定価格12,000円）」等は

当第２四半期においても好調が続いています。

玩具の乳児・知育カテゴリーでは、定番商品やりたい放題シリーズに「やりたい放題スマート本（税別

4,800円）」を当四半期・７月度に発売し、流通の期待を集めて売り上げ貢献しています。従来品「やりたい

放題BIG版」は2003年発売当時に斬新な商品モデルが注目され、その後多数の競合各社が同様デザインで進出

していますが、当期においてもトップクラスのシェアを維持しています。新製品「やりたい放題スマート本」

は他社にない新しい本型でコンパクトに畳め、これまでにないいたずらアイテムを増やし、販売開始直後より

好回転が確認されています。

一方、女児玩具カテゴリーでは、当第２四半期・６月度に愛情のおけいこ人形ぽぽちゃんを新たに訴求する

「お化粧してあげるねぽぽちゃん（税別3,980円）」を発売する等、第１四半期に続き積極的なキャンペーン

を行っていますが、当第２四半期・７月度に、他社競合抱き人形がキャラクター付きで新登場し影響を受けま

した。当第２四半期後半の女児玩具の伸び悩みは、玩具部門売上の下振れ要因となりました。

当第２四半期会計期間では売上高の回復に今一歩伸び悩みましたが、国内販売の原価率の改善が進み営業利

益では前年同期間比81%増と構造改善され、経常利益や純利益は第1四半期時点から回復しております。下降幅

は回復にむかいつつも、当第２四半期累計の営業利益は1億84百万円、前年同期比では18.1%減と依然厳しい状

況が続いています。経常利益は1億74百万円､前年同期間比16.5%減、当期純利益は1億20百万円、前年同期間比

13.2％減となりました。
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(2)財政状態に関する説明

(3)業績予想などの将来予測情報に関する説明

（次期第3四半期業績予測）

①資産、負債及び純資産の状況

当第2四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末から4億69百万円減少の22億95百万円となりま
した。

流動資産は、配当金及び法人税等の支払により現金及び預金が前事業年度末から大きく減少し、また、売
上債権の回収に伴う売掛金の減少等で、流動資産合計は20億51百万円となりました。固定資産では金型等の
取得の一方、保有土地建物の売却完了に伴う減少等により、有形固定資産が前事業年度末から6百万円減とな
りましたが、投資その他の資産の株式の時価評価等による増に伴い、固定資産合計では前事業年度末から7百
万円増の2億45百万円となりました。

負債では流動負債で主に買掛金の期末日残高が一時的に増加した一方、前受金および未払法人税等の減少
により、固定負債を含む負債合計で、前事業年度末から2億39百万円減の4億2百万円となりました。

純資産合計は四半期純利益の計上及び利益剰余金の配当により、前事業年度末より2億30百万円減少の18億
93百万円となり、結果、自己資本比率は82.5％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第2四半期末における現金及び現金同等物は、期首より2億76百万円減少し（前第2四半期累計期間比較で
は72百万円の増加）12億73百万円となりました。主な要因は次の通りです。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益を計上した他、主に売上債権及びたな卸資産
の減少、法人税等の支払等により1億12百万円の収入（前年同期間は1億73百万円の収入）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、金型等固定資産の取得による支出の一方、前期末にすでに減損処
理済の土地建物の売却実行による収入8百万円等により結果29百万円の支出（前年同期間は68百万円の支出）
となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払により3億58百万円の支出（前年同期間は3億92
百万円の支出）となりました。

次期第３四半期では、海外販売の米国向け出荷が調整され前年を２割程下回る修正を予定しています。又、

女児玩具の縮小や幼児自転車の低迷を含め、国内販売の回復にはしばらく時間がかかると見通しており、次

期第３四半期会計期間(8～10月度）の予想売上高は前年同期間比12%減と、極めて厳しい見通しをしていま

す。
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　(４)四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　 　該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

　 　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　　【セグメント情報】

　　　当社は、玩具及び自転車等乗り物類の企画・販売を事業とする単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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３.補足情報

　カテゴリー別販売の状況

①第2四半期会計期間売上高 （単位　千円）

カテゴリー名 前年同期間比
（％）

乳児・知育玩具 269,467   266,178   98.8 
女児玩具 154,372   103,054   66.8 
遊具・乗り物 153,586   85,307    55.5 
その他・海外販売 405,087   469,304   115.9 

合計 982,511   923,843   94.0 

②第2四半期累計期間売上高 （単位　千円）

カテゴリー名 前年同期間比
（％）

乳児・知育玩具 548,080   580,458   105.9 
女児玩具 348,834   276,405   79.2 
遊具・乗り物 483,960   234,377   48.4 
その他・海外販売 836,557   888,755   106.2 

合計 2,217,431 1,979,995 89.3 

③新発売商品及び主なリニューアル商品

標準小売価格 標準小売価格

 7,300  1,200

「アクティブ知育ダンベル」  2,480  4,800

「ピタゴラス問題集」  1,480  12,000

 880

 1,380

各\680

 6,800

 4,380  3,980

「お人形　幼稚園ごっこ」  3,980  4,980

 5,300

 5,300

 1,280

 1,680

 1,580

 1,980

 1,980

「きらきらモフリーナ」  3,480

オープン価格

オープン価格

オープン価格

オープン価格

オープン価格

前第2四半期会計期間 当第2四半期会計期間
(自平成28年4月21日 (自平成29年4月21日
至平成28年7月20日） 至平成29年7月20日）

「Peopleじてんしゃ14ｲﾝﾁ ﾋﾟｭｱﾀｰｺｲｽﾞ」
（ｶﾗｰﾁｪﾝｼﾞ）

遊具・乗り物

「いきなり自転車14ｲﾝﾁ ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾚｯﾄﾞ」
（ｶﾗｰﾁｪﾝｼﾞ）
「Peopleじてんしゃ12ｲﾝﾁ ﾌﾛｽﾄﾎﾜｲﾄ」
（ｶﾗｰﾁｪﾝｼﾞ）

「Peopleじてんしゃ14ｲﾝﾁ ﾋﾟｭｱﾛｰｽﾞ」
（ｶﾗｰﾁｪﾝｼﾞ）

「頭と体の知育ボールコースター」

お道具「おしゃべりリュック」

女児玩具

「やわらかお肌のちいぽぽちゃ
ん ごくごくミルク＆ぞうさん
タオルつき」

「おけしょうしてあげるね ぽぽちゃん」

「おうちごっこしましょ
　　ぽぽちゃんクローゼット」

「女の子だもんぽぽちゃん　デ
ビューセット」

「よちよちぽぽちゃん　デ
ビューセット」

着せ替え「お花柄デニムのジャ
ンパースカート」着せ替え「ぽぽちゃんも入園
幼稚園セット　幼稚園小物つ
き」

セット　フラワーポシェット」
（限定）

お道具「ミニママのお世話セッ
ト　しゃべるおしゃぶり入り」

うちの赤ちゃん世界一シリーズ
「耳育キャノピー」

カテゴリー名
第1四半期　新発売商品 当第2四半期　新発売商品

商品名 商品名

乳児・知育
玩具

「アクティブ知育ローラー」 「いたずら専用お財布遊び」（ﾘﾆｭｰｱﾙ）

「やりたい放題スマート本」

「ピタゴラス　ひらめきのプレート」
（ﾘﾆｭｰｱﾙ）

ノンキャラ良品シリーズ「お
しゃべりロボ」（ﾘﾆｭｰｱﾙ）

ノンキャラ良品シリーズ「ダイ
ナミック体操」（ﾘﾆｭｰｱﾙ）
ノンキャラ良品シリーズ
月齢別絵本4種

前第2四半期累計期間 当第2四半期累計期間
(自平成28年1月21日 (自平成29年1月21日
至平成28年7月20日） 至平成29年7月20日）
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